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ひいばあちゃんの手から学んだ今
和歌山・落合　結菜
「きたない。さわらんといて。」
と言ってしまった日、ひいばあちゃんの心にふかいきずをつけてしまった。すごく悲しそうな顔をしていたのが、今でもはっきり覚えている。私の言った言葉が、きずをつけたとは思わずにすごしてしまった。私にとってはただふつうの一日であったが、ひいばあちゃんには、悲しい一日だったはずである。
　ひいばあちゃんの手は、私の手とはちがって、シワがたくさんあり、血かんもうき出てゆびもまがっている。その手なのは、今までがんばって生きてきたしるしであるのに、私は、気がつかずに言ってしまった。私が生まれてから今まで考えてみても、本当にたくさんお世話になっている。病気だった日。学校が休みの日そばにいてくれた事。お母さんにおこられた時、味方になってくれた事。一番うれしかったことは、私が生まれてきたことをだれよりもよろこんでくれた事である。私が生まれてから一週間後に、ひいじいちゃんがなくなった。ひいばあちゃんが、
「結菜は、ひいじいちゃんの生まれかわりなんだよ。」
って言っていたと聞いた。
この時、私のことを大事に思ってくれ、かわいがってくれるのに、たった一言ですべてをこわしてしまった気がした。それから少しして、私のアルバムを見た時、あの手にしっかりつながれている私、だっこをしてもらっている私、オムツをかえてもらっている私がたくさんうつっていた。なみだが出そうになった。本当に後かいした。
　人は、みんなちがうものであるし、私のように健康な子どももいるけれど、足にしょうがいがあり歩くことができない子や耳にしょうがいがあり話をすることができない子もたくさんいる。けれども、みんな同じ人間であり同じ子どもである。自分とちがうと言うことで、人をきずつけてはいけないと言うことをひいばあちゃんの手から学んだ。また、私は、何も思わないことでも、人によっては感じ方もちがうので、友達をきずつけてしまった時は、ちゃんとあやまれる人になろうと思う。あまり気にしすぎても、つかれてくるけど、毎日の学校での生活すべてが勉強であるということをしっかり頭に入れ、毎日が、みんな楽しくすごせるようにしたいし、私も楽しく学校にかよいたい。おたがいに、まちがっていることを直していけて、おたがいが共に成長していけるような友達を作っていきたい。もう、二度と、平気できずをつけるようなことを言ったりせず、楽しくすごしたい。ひいばあちゃんにもこれからの生活を笑ってすごしてもらいたいし、私の成長をしっかり見てもらいたい。
「みんなちがって、みんな良い。」
これがさい近の私の一番好きな言葉だ。社会が明るくなるようにすると考えると、すごくむずかしいけれど、自分のまちがいに気がつくということだけでも良いと思う。
　一人一人が少しずつ、気がついたら、だれもきずをつかない社会がまっていると私は思う。　
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